
　市では、地域課題や公共的課題の解決のため、市民と行政が協力し合い、対等な立場で活
動する「市民協働のまちづくり」に取り組んでいます。
　平成23年以降、市内各地域において地域の特性を生かした地域づくりを推進する母体とし
て17の地域まちづくり組織が結成され、それぞれが地域の個性を生かしつつ、魅力あるまち
づくりに向けて創意工夫しながら活動してきました。
　また、地域活性化や課題解決を目的として活動する地域おこし協
力隊、集落点検や地域の目配り役を担う集落支援員を配置して
地域の活性化を推進するほか、まちづくり活動の中心となる
活動拠点の確保にも取り組んできました。
　本紙面では、各地域の地域まちづくり組織の活動を中心に、
地域おこし協力隊や集落支援員の活動状況を紹介します。

問い合わせ 自治振興課自治振興室　☎ 53 － 2111（内線 5110） 記事 ID 0012601

市民×行政＝魅力ある地域

市民協働のまちづくり

まちづくり
元気マガジン
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市役所前の花壇整備

「上小 ワンデイ復活 グラウンドキャンプ」
キャンプサイト

小中学生と空き家を活用した
壁画アートを製作

おらだり基地オープニングイベント

　

村
上
地
域
で
は
、
村
上
・
岩
船
・
瀬
波
・

山
辺
里
・
上
海
府
の
5
つ
の
地
域
ま
ち
づ
く

り
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

伝
統
行
事
の
継
承
や
環
境
整
備
事
業
、
児

童
の
見
守
り
運
動
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

「
村
上
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」で
は
、

環
境
整
備
部
会
が
花
一
輪
挿
し
運
動
や
花
壇

整
備
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

令
和
３
年
度
新
潟
県
自
治
活
動
賞
の
新
潟
県

市
長
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
上
海
府
地
区
町
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
で
は
、
村
上
商
工
会
議
所
青
年
部
と
一

緒
に
旧
上
海
府
小
学
校
を
活
用
し
た
「
上
小 

ワ
ン
デ
イ
復
活 

グ
ラ
ウ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

金
屋
小
学
校
区
で
は
、
児
童
数
の
減
少
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ
り
、
伝

統
・
文
化
の
伝
承
な
ど
へ
の
危
機
感
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
住
民
有
志
が
立
ち

上
が
り
、
令
和
２
年
７
月
に
「
お
ら
だ
り
育

援
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

育
援
隊
は
、
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
地
域
づ
く
り
な
ど
を

研
究
し
て
い
る
新
潟
大
学
の
村
山
研
究
室
と

連
携
し
、
地
域
課
題
で
あ
る
空
き
家
を
活
用

し
た
活
動
拠
点
「
お
ら
だ
り
基
地
」
を
開
所
。

そ
こ
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
や
大
人
が
集
い
、

　

神
林
地
域
で
は
、
平
林
・
砂
山
・
神
納
・

神
納
東
・
西
神
納
の
5
つ
の
地
域
ま
ち
づ
く

り
組
織
が
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
地

域
の
元
気
づ
く
り
の
実
現
と
、
地
域
課
題
の

解
消
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
担

い
手
不
足
の
解
消
を
目
的
に
「
神
林
地
区
関

係
人
口
創
出
事
業
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
道
の
駅
神
林
を
拠
点
に
、
関
係
人
口

（
※
）
を
増
や
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村
上
地
域
の
活
動

工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
展
開

荒
川
地
域
の
活
動

お
ら
だ
り
育
援
隊
を
結
成

神
林
地
域
の
活
動

担
い
手
不
足
の
解
消

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
対
策
と
活
動
方
法

を
工
夫
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

餅
つ
き
や
書
道
教
室
の
ほ
か
、
金
屋
小
学
校

や
荒
川
中
学
校
と
連
携
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
・
壁
画
ア
ー
ト
製
作
な
ど
、
多
く
の

地
域
住
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

神林地区関係人口創出事業実行委員会
の皆さん
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まちづくり
元気マガジン

　

令
和
３
年
度
は
、
地
域
の
小
中
学
校
や
企

業
な
ど
と
連
携
し
て
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
＆
か
か

し
祭
」
を
開
催
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ

ン
や
か
か
し
を
作
成
し
て
道
の
駅
に
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

関
係
人
口
…
移
住
し
た
定
住
人
口
で
は
な

く
、
観
光
に
き
た
交
流
人
口
で
も
な
い
地
域

に
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
い
い
、
若

者
を
中
心
に
、
地
域
外
の
人
材
が
地
域
の
担

い
手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

　

朝
日
地
域
で
は
、
舘
腰
・
三
面
・
た
か

ね
・
猿
沢
・
塩
野
町
の
５
つ
の
地
域
ま
ち
づ

く
り
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
た
か
ね
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
は
、

毎
年
、朝
日
み
ど
り
小
学
校
と
連
携
し
た『
ふ

れ
あ
い
交
流
広
場
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
地
域
特
有
の
餅
料
理
を
振
る
舞

い
、
児
童
た
ち
は
大
喜
び
。
事
業
後
に
は
児

童
た
ち
が
お
礼
の
絵
手
紙
を
送
る
な
ど
、
心

温
ま
る
世
代
間
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
三
面
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」で
は
、

『
旧
三
面
小
学
校
整
備
事
業
』
で
校
舎
周
り

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
行
い
、
廃
校
と

な
っ
た
母
校
を
廃
れ
さ
せ
な
い
よ
う
地
域
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
少
子
高
齢
化
が
顕
著
な
山
北
地

域
。「
山
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で

は
、
山
北
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
地

域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
あ
る
「
食
」
と
「
笹
川
流
れ
」

を
合
わ
せ
た
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
の
創
出

を
目
的
と
し
た
有
志
に
よ
る
山
北
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
委
員
会
が
、
こ
の
支
援
を
活
用

し
て
「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
を
笹
川

流
れ
で
開
催
し
ま
し
た
。
１１
月
６
日
、
７
日

の
2
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
地
域
の
食
材
を

使
っ
た
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
提
供
し
、
食
と
笹
川
流
れ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
山
北
地
域
で
活
動
し

て
い
る
集
落
支
援
員
と
協
力
し
て
、
現
在
も

取
り
組
ん
で
い
る
「
買
い
物
支
援
」
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

朝
日
地
域
の
活
動

広
報
紙
を
一
本
化
し
連
携
を
強
化

山
北
地
域
の
活
動

地
域
の
食
材
で
新
た
な
ス
タ
イ
ル

　

ま
た
、
５
つ
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
組
織
が

各
々
で
発
行
し
て
い
た
広
報
紙
を
一
本
化
し

た
「TSuTSuM

u

～
つ
つ
む
～
」
を
刊
行

し
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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フードトラックマーケットin笹川流れ

買い物支援のための買い物ツアー
にも取り組んでいます

神林地域の小中学生が製作した
ジャック・オ・ランタン

旧三面小学校校舎前の
花壇をきれいに

　市民協働のまちづくりは、地域住民と行政とが補完し合いながら、地域の課題解決
に向けて取り組んでいくことを目指しています。
　市では、引き続き地域まちづくり組織などが行う住民主体の魅力ある地域づくりへ
の取り組みや支え合い、助け合う活動への支援を行っていきます。
　また、地域の活性化や地域課題解決を促進するため、地域おこし協力隊や集落支援
員の配置をさらに広げていきます。

大毎産の「山ぶどう」
を使ったサイダー 昼食に雑煮を振る舞う
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市
内
で
活
躍
し
て
い
る
７
人
を
紹
介

地域おこし協力隊、集落支援員
地域活性化の火種を担う

高
たか
杉
すぎ
 惇
じゅん
さん

地域おこし協力隊

活動地域：笹川流れエリア
活動内容：食を生かしたビ
ジネスモデルの構築

　365日食べ物の事しか
考えていない高杉です。
幼少期から訪れていた山
北に恩返しがしたく、こ
の度着任しました。移住
してみて、地元食材に喜
怒哀楽を学び、食が持つ
可能性に日々心ときめい
てます。今はまだ眠って
いる地域食材の声なき声
を拾い上げ、扉の先に広
がる食材達の魅力を多く
の方々に伝えていきたい
です。

本
ほん
間
ま
 耕
こう
太
た
郎
ろう
さん

地域おこし協力隊

活動地域：高根集落
活動内容：林業振興を通じ
た地域の活性化

　着任して約１年。集落
の方々から「もう何年も
高根にいるみたいだ」と
の声をいただくことがあ
り、地域の暮らしに馴染
めているという、客観的
にありがたい言葉だと受
け止めています。
　協力隊として風土に親
しむと同時に染まりきら
ない視点を持ち、これか
らの時代にあった山林の
生かし方を探り、地域の
活気を次世代につなげる
一助としていきたいです。

木
き
村
むら
 綾
あや
子
こ
さん

地域おこし協力隊

活動地域：猿沢集落
活動内容：猿沢産竹の利活
用（商品開発、販路開拓など）

　私は村上市出身で、１
年前にUターンしました。
　猿沢の方々と触れ合っ
てみると、「皆さんが優
しい！地元野菜が物凄く
美味しい！」田舎ならで
はの良さを実感していま
す。
　活動内容は竹の利活用
で、現在は「取り損ねて
伸びたタケノコを美味し
く食べる」を目標にメン
マを作っています。

まちづくり
元気マガジン
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神
かん
吉
き
 能
よし
宜
なり
さん

地域おこし協力隊

活動地域：越沢集落
活動内容：獣害被害対策と
ノウハウの横展開

　越沢集落内において獣
害被害対策として捕獲、
解体、調査を行っている
ほか、適時集落環境維持
のための活動にも参加し
ております。兵庫県出身
で、福岡に３年、沖縄に
１年居ました。そのため
積雪地域に来るのが初め
てなので、日々新鮮な経
験をするとともになかな
か難儀することもあり、
やはり聞くのと実際に見
るのとでは大違いである
と感じています。

酒
さか
井
い
 幸
さち
子
こ
さん

集落支援員

活動地域：金屋地区
活動内容：集落点検、住民
とのパイプ役

　私は、保内地域に住ん
でいますが、金屋地域の
集落支援員となっていま
す。そのため、まず金屋
地域とそこに住む人たち
を知り、同時に私も知っ
てもらうことからスター
トしました。だんだんと
知るうちに、金屋小学校
の存在が地域住民の関わ
りの要になっているのだ
と知りました。今後も金
屋小学校を核とした活動
の歩みを地域の方々と進
めていきます。

阿
あ
部
べ
 久
く
美
み
子
こ
さん

集落支援員

活動地域：砂山地区
活動内容：買い物支援、介
護予防、集落点検など

　地域のお年寄りの方の
買い物をお手伝いしてい
る傍ら、お年寄りの方と
おしゃべりを重ねていく
うちに、今では地域の皆
さんに支えられているよ
うに感じています。これ
からも地域に寄り添い、
困っている方のために何
ができるかを考えながら
活動をしていきたいと思
いますので、地域の皆さ
んにご協力いただけたら
幸いです。今後ともよろ
しくお願いします。

板
いたがき
垣 美

み
枝
え
子
こ
さん

集落支援員

活動地域：山北地域
活動内容：買い物困難対策
の実施検証

　昨年６月から着任し、
これまでの経験とは違う
新しい環境に少しずつ慣
れてきたところです。
　買い物ツアーの開催や
小さな拠り所となる買い
物ができる場所づくりを
通じて皆さんの声を聞き
ながら、山北に必要とさ
れる買い物支援を進めて
いきたいです。

　

令
和
３
年
12
月
、
市
内
で
活
動
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
が
一
堂
に
会

し
、
相
互
の
連
携
強
化
や
活
動
の
充
実
を
図

る
た
め
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。
参

加
者
全
員
が
隊
員
・
支
援
員
の
活
動
発
表
に

対
し
、
よ
り
良
い
活
動
を
取
り
入
れ
よ
う
と

熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
互
い
に
連
携

し
た
活
動
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
向
け
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
と

て
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

9　　2022.3.1　　市報むらかみ


